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2022年９月 16日 

各 位 

会 社 名 ハウス食品グループ本社株式会社 

代表者名 代表取締役社長 浦 上 博 史 

 （コード番号：2810 東証プライム） 

問合せ先 広報・ＩＲ部長 仲 川 宜 秀 

 （TEL．03－5211－6039） 

 

米国 Keystone Natural Holdings社の持分取得（子会社化）に関するお知らせ 

 

 

当社は、2022 年９月 16 日開催の取締役会において、当社の連結子会社であるハウスフーズホールディング

USA 社（本社：米国カリフォルニア州、社長：山口 竜巳）が、米国の豆腐及び植物由来製品（以下「PBF」）

製造企業の Keystone Natural Holdings, LLC（本社：米国ペンシルベニア州、 President & CEO：Kenny Sung、

以下「Keystone 社」）を完全子会社化すること（以下、「本買収」）を決議し、持分譲渡契約の締結が完了しま

したことを、下記のとおりお知らせいたします。 

なお、本買収により、Keystone社は当社の特定子会社となります。 

 

記 

１．本買収の背景・目的 

当社グループは、2021 年４月からスタートした第七次中期計画において、「４系列バリューチェーンへの

チャレンジ」を掲げ、「スパイス系」「機能性素材系」「大豆系」「付加価値野菜系」の４つのバリューチェーン

を私どもの提供価値である「食で健康」をお届けする領域と定め、経営資源を成長領域へ重点的に配分するこ

とで持続的な成長をめざしております。 

大豆系バリューチェーンにおいては、1983 年より米国にて豆腐事業を展開しておりますが、アジア系市場

を中心に堅調に成長を続け、近年では健康意識の高まりに加え、地球環境保護などの観点から PBFの潮流にも

支えられ、米系市場への販売が拡大しております。 

米国は人口 3.3億人という非常に大きな市場であり、今後も人口増加が続く有望な市場と捉えております。

今後の消費を牽引していくミレニアル世代及び Z世代と呼ばれる世代は、気候変動に対する関心が強く、環境

負荷の低い食品を選ぶ傾向にあることから、豆腐を含む PBF市場は今後も持続的な成長が見込まれます。 

事業会社として豆腐事業を手掛けるハウスフーズアメリカ社（社長：木戸 毅士）は、豆腐事業の成長拡大

へ設備投資を行う一方、米系市場への更なる展開を目的とし、事業領域拡大へ向けた検討を行ってまいりまし

た。 

Keystone 社は、米国、カナダにおける豆腐及び肉代替製品などの PBF 製品の製造販売企業であり、クリー

ンな原材料やおいしさに拘り、多くのお客さまに健康的な食生活を提供するというビジョンを掲げ、近年着実

な成長を遂げております。このビジョンは、ハウスフーズアメリカ社がめざす方向性と合致しており、双方、

豆腐を軸とし、製品の展開領域、米国内の販売エリア・顧客基盤など相互補完性が強く、将来の成長へ向けた

戦略的パートナーとしての適合性は高いと考えております。 

 今後、Keystone 社が保有する製品開発力やハウスフーズアメリカ社及び当社グループが保有する技術との

連携により、付加価値型の豆腐、PBF 等のポートフォリオ拡充を実現し、米系市場への展開を加速いたします。

本買収により、ケンタッキー州に建設予定の生産拠点を含め、大豆系バリューチェーンとして計８か所の生産

拠点を有することになりますが、最適な生産供給、販売体制を構築し、より多くのお客様へのサービス提供を

めざします。また、Keystone 社のリソースも含めて、欧州など米国以外のエリアへの事業展開の検討を進め

てまいります。Keystone 社のグループ化により、米国豆腐事業の中長期的な成長を企図するとともに、グ
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ローバル化をより一層進め、人と地球の健康に貢献できるグッドパートナー、サステナブルな社会構築をめざ

してまいります。 

 

２. 本買収の方法 

 ハウスフーズホールディング USA社が Nature Soy Holdings, LLC及び Keystone Capital XX, LLCが保有す

る Keystone社の持分を全て取得いたします。 

 

３．異動する子会社（Keystone社）の概要 

（１） 名 称 Keystone Natural Holdings, LLC 

（２） 所 在 地 600-A Kaiser Drive Folcroft, Pennsylvania 19032-2122 

（３） 代表者の役職・氏名 Kenny Sung, President & CEO 

（４） 事 業 内 容 豆腐及び PBFの製造販売 

（５） 出 資 の 総 額 28,874千米ドル（2022年６月 30日時点） 

（６） 設 立 年 月 日 2016年４月 22日 

（７） 出資者及び出資比率 
Nature Soy Holdings, LLC  普通持分 100.00% 

Keystone Capital XX, LLC  優先持分 100.00%  

（８） 当 社 と の 関 係 

資 本 関 係 当該事項はありません 

人 的 関 係 当該事項はありません 

取 引 関 係 記載すべき取引関係はありません 

（９） 当該会社の最近２年間の連結経営成績及び連結財政状態 

決算期 2020年 12月期 2021年 12月期 

 連結純資産（千米ドル） 16,504  13,358  

 連結総資産（千米ドル） 45,441 41,279 

 連結売上高（千米ドル） 44,882 55,374 

 連結営業利益（千米ドル） ▲2,019 ▲1,716 

 連結 EBITDA（千米ドル） 1,938 2,780 

 当期純利益（千米ドル） ▲2,796 ▲3,120 

※2019 年 12 月期の連結経営成績及び連結財政状態については開示を受けていないため記載していません。ま

た、上記財務数値は米国会計基準に準拠して作成されており、会計監査を受けていない数値となります。 

 

４．持分取得の相手先の概要 

持分取得の相手先は、Nature Soy Holdings, LLC及び Keystone Capital XX, LLCとなります。各社の概要

につきましては、相手先の要請により非開示としております。なお、当社と当該相手先との間に、資本関係・

人的関係・取引関係において特筆すべき関係はありません。 

 

５．取得持分数，取得価額及び取得前後の所有持分の状況 

（１） 異動前の所有持分数 
０単位 

（議決権所有割合：0.00％） 

（２） 取 得 持 分 数 
普通持分 1,000単位及び優先持分 25,000単位 

（議決権所有割合：100.00％） 

（３） 取 得 価 額 
Keystone社の取得価格（企業価値） 110百万米ドル（約 152億円）*1,2 

アドバイザリー費用等（概算額） ３億円 

（４） 異動後の所有持分数 
26,000単位 

（議決権所有割合：100.00％） 
*1持分取得価格については、当該取得価格より、持分譲渡契約に定める持分取得実行時の価格調整を実施した

金額となる予定です。 
*2便宜上、米ドル・日本円の為替レートを１米ドルあたり 138.48円（2022年 8月 30日の TTMレート）で換算
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しております。 

 

６．日 程 

（１） 取 締 役 会 決 議 日 2022年９月 16日 

（２） 契 約 締 結 日 2022年９月 16日 

（３） 持 分 譲 渡 実 行 日 2022年９月 30日（米国現地時間）予定 

 

７．今後の見通し 

本買収が当社の 2023 年３月期連結業績に与える影響については現在精査中であり、今後業績予想に重要な

影響を与えることが明らかになった場合には、速やかに開示いたします。 

 

＜参考＞ 

・本買収完了後の大豆系バリューチェーンの組織体制 

 

 

・Keystone社 URL https://www.keystonenatural.com/ 

 

以 上 

https://www.keystonenatural.com/

